
 
事後評価シート          

調査研究課題名 今後の社会資本整備についての基礎的研究 
～社会資本の維持更新費の将来推計へ向けて～ 
～社会資本整備と国民との関わりについての基礎的研究～ 

 担 当 者 主任研究官 大谷悟、長野幸司 研究官 増田圭、関谷浩孝 

①当初目標と目標達成度  
当初目標は、既存の社会資本の維持更新費用の将来推計の課題整理、及び国民の関与に

関して、学説等の動向調査、住民投票の論点整理、経済学的手法による分析等を行うこと

であった。 
維持更新費推計に関しては、海外の現状調査を加味することができたこともあり、より

課題が明確にできた。また社会資本整備に関する住民投票の状況及び動向について整理で

きた。さらに中央政府の関与及び官民協力について、経済学の手法を用いて必要性を説明

できることがわかった。 

②調査研究内容の妥当性  

 維持更新費の将来推計は過去いくつか試みられているが、推計の基礎となる維持管理の

現状に関して国内外の実態を把握できたことは、今後の研究の基礎を固める意味で妥当で

あると考える。住民投票は近年各所で行われており、今後社会資本整備関連も対象とされ

る場合が多くなることが予想され、時宜を得たまとめができたと考える。近年 NPO の育

成や活用を通じて、官民の協力及び役割分担が進んでいるが、経済学的に必要性を論証す

ることが出来たことから、研究内容として妥当であると考える。 
③調査研究の仕組みの妥当性  
 それぞれの研究について、文献資料の収集、海外事例調査、講演会、客員研究員の活用

といった多様な形で調査研究を行うことができ、妥当なものであった。 

④成果と活用（予定）  

今後の、社会資本の維持更新費の将来推計、及び社会資本整備と国民との関わりについ

ての研究の基礎として活用する。 

⑤その他  

・ 機関誌「PRI Review 第 4 号（2002 年春季）」に海外調査の概要、「PRI Review 第 3
号（2001 年秋季・冬季）」に住民投票の課題について掲載済み 

・ 報告書を省内外の関係者へ配布及び研究所 HP にて公開（予定） 
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